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先
般
、
文
部
科
学
大
臣
補

佐
官
を
務
め
る
鈴
木
寛
氏
の

講
演
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た

▼
国
で
は
、
今
後
、
不
確
実

性
の
時
代
を
生
き
抜
く
力
を

身
に
つ
け
た
人
の
養
成
が
急

務
と
い
う
捉
え
方
を
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
▼
こ
れ

ま
で
は
、
例
え
ば
も
の
づ
く

り
と
い
う
一
定
の
価
値
観
に

基
づ
い
て
生
産
性
を
あ
げ
る

と
か
、
ル
ー
ル
に
則
っ
た
動

作
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に

価
値
が
置
か
れ
て
き
た
▼
そ

の
た
め
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
い
う
振

返
り
に
よ
る
生
産
性
向
上
が

め
ざ
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ

れ
は
ル
ー
チ
ン（
繰
り
返
し
）

の
業
界
に
は
向
い
て
も
教
育

の
現
場
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と

い
う
▼
そ
う
い
え
ば
昨
年
末

に
野
村
総
合
研
究
所
が
日
本

の
労
働
人
口
の
四
九
％
が
人

工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
で
代

替
可
能
に
な
る
と
い
う
レ
ポ

ー
ト
を
発
表
し
て
話
題
に
な

っ
た
▼
抽
象
的
な
概
念
を
整

理
・
創
出
す
る
た
め
の
知
識

が
要
求
さ
れ
る
職
業
、
他
者

と
の
協
調
や
、他
者
の
理
解
、

説
得
、ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

サ
ー
ビ
ス
志
向
性
が
求
め
ら

れ
る
職
業
が
人
工
知
能
に
は

代
替
困
難
だ
と
い
う
（
野
村

総
研
Ｈ
Ｐ
）▼
で
は
、私
ど
も

は
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。
鈴
木

氏
は
歴
史
こ
そ
最
も
重
要
な

学
び
の
対
象
だ
と
い
う
▼
想

定
外
の
時
代
を
生
き
抜
い
て

き
た
人
々
の
生
き
様
を
知
る

こ
と
こ
そ
重
要
だ
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
る
。

　
天あ

め

の
海
に

雲
の
波
立
ち

月
の
舟

星
の
林
に

漕こ

ぎ
隠か

く

る
見
ゆ

柿
本
人
麻
呂
歌
集

❖
歌
ご
よ
み
❖

安
倍
首
相
が
学
生
ら
と
懇
談

　
六
月
三
十
日
、安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
来
学
。

倉
陵
会
館
一
階
の
食
堂
に
て
学
生
十
名
と
約
十
五
分

間
、
懇
談
を
行
っ
た
。
食
堂
に
は
大
勢
の
学
生
が
集

ま
り
、
安
倍
首
相
の
訪
問
を
歓
迎
し
た
。

大
歓
声
に
包
ま
れ
た
食
堂

　
安
倍
首
相
の
来
学
は
今
回

が
二
度
目
。
首
相
の
祖
父
に

あ
た
る
岸
信
介
元
内
閣
総
理

大
臣
は
本
学
の
第
二
代
総
長

を
十
九
年
間
務
め
、
本
学
と

は
縁
が
深
い
。

　
六
月
三
十
日
午
後
〇
時
二

十
分
、
首
相
を
乗
せ
た
車
が

記
念
講
堂
前
に
到
着
す
る

と
、佐
古
一
洌
理
事
長
、清
水

潔
学
長
ら
が
出
迎
え
、
食
堂

の
あ
る
倉
陵
会
館
へ
と
案
内

し
た
。
食
堂
へ
続
く
通
路
に

は
学
生
や
教
職
員
が
詰
め
か

け
、列
に
な
っ
て
出
迎
え
た
。

一
時
、
盛
り
上
が
っ
た
学
生

が
通
路
に
あ
ふ
れ
、
前
へ
進

め
な
い
ほ
ど
と
な
っ
た
が
、

首
相
は
ル
ー
ト
を
遠
回
り
し

て
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
握
手
を
求

め
る
学
生
ら
に
快
く
対
応
。

そ
の
後
、
普
段
学
生
が
使
う

食
券
機
で
食
券
を
買
い
、
食

堂
へ
入
っ
た
。

　
当
日
の
滞
在
時
間
は
三
十

分
と
短
時
間
だ
っ
た
が
、
学

生
に
と
っ
て
は
濃
密
で
印
象

深
い
時
間
に
な
っ
た
よ
う

だ
。
教
育
学
科
三
年
の
佐
々

木
楽
人
君
は
「
質
問
に
対
し

て
、
学
生
で
も
理
解
で
き
る

　
今
回
の
懇
談
に
は
各
学
部

へ
募
集
を
か
け
集
ま
っ
た
男

子
学
生
三
名
と
女
子
学
生
七

　
本
学
と
鈴
鹿
市
で
は
子
育

て
支
援
の
充
実
お
よ
び
教

育
・
保
育
環
境
の
向
上
に
よ

る
途
切
れ
の
な
い
支
援
を
推

進
す
べ
く
、
相
互
の
資
源
を

活
用
し
た
連
携
協
定
を
締

結
。
八
月
十
日
、
連
携
協
定

締
結
式
が
鈴
鹿
市
役
所
庁
議

室
で
執
り
行
わ
れ
、
次
の
四

項
目
が
連
携
・
協
力
事
項
と

し
て
取
り
決
め
ら
れ
た
。

①
学
校
教
育
活
動
・
保
育
活

動
等
に
お
け
る
支
援
に
関
す

る
こ
と
。
②
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
等
就
業
体
験
等
を
通
じ

た
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

③
学
生
の
就
職
に
関
す
る
情

報
提
供
。
④
前
各
号
に
掲
げ

る
も
の
の
ほ
か
、
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

　
締
結
式
で
鈴
鹿
市
は
、
学

力
向
上
や
幼
保
〜
小
学
校
の

接
続
期
の
支
援
と
い
っ
た
課

題
に
対
応
し
な
が
ら
安
心
安

全
な
所
・
園
・
学
校
を
作
る

に
は
教
育
と
福
祉
の
連
携
が

欠
か
せ
な
い
と
し
て
、「
皇
學

館
大
学
は
福
祉
と
教
育
を
兼

ね
備
え
た
県
内
唯
一
の
大
学

で
あ
り
、
多
く
の
教
職
員
を

本
市
に
も
輩
出
し
て
い
る
」

と
協
定
締
結
に
至
っ
た
経
緯

を
説
明
し
た
。
清
水
潔
学
長

も
「
鈴
鹿
市
の
子
ど
も
子
育

て
支
援
策
の
課
題
に
、
本
学

の
教
育
力
や
知
的
資
源
を
も

っ
て
貢
献
す
る
と
共
に
、
学

生
の
研
究
教
育
実
践
活
動
の

場
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

お
互
い
の
発
展
に
資
す
る
協

定
」
と
連
携
の
意
義
を
語
っ

た
。
本
協
定
の
有
効
期
間
は

一
年
間
。
た
だ
し
、
本
協
定

の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
三

十
日
前
ま
で
に
両
者
か
ら
何

ら
か
の
申
し
出
が
な
い
場
合

は
同
一
内
容
で
さ
ら
に
一
年

間
更
新
し
、
そ
の
後
も
同
様

と
す
る
。

学
生
の
夢
を
応
援名

が
参
加
。
ま
ず
は
そ
れ
ぞ

れ
の
学
生
が
自
己
紹
介
を
し

た
。
安
倍
首
相
の
リ
ク
エ
ス

ト
で
「
将
来
の
夢
」
に
つ
い

て
各
自
が
語
る
と
、
首
相
は

一
人
ひ
と
り
の
答
え
に
対
し

て
感
想
な
ど
を
述
べ
、
社
会

科
教
師
を
め
ざ
す
学
生
に
は

「
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
日

本
の
歴
史
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
」
と
励
ま
し
た
。
ま
た
女

子
学
生
が
社
会
で
活
躍
す
る

と
い
う
夢
も
応
援
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
生
か
ら
首
相

に
対
し
て
質
問
が
相
次
い

だ
。「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
は

ど
う
で
し
た
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
て
首
相
は
「
天
気

が
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、
内

宮
・
宇
治
橋
前
で
各
国
首
脳

を
迎
え
る
と
き
に
晴
れ
間
が

の
ぞ
き
、
正
宮
前
で
写
真
を

撮
る
瞬
間
に
光
が
差
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
サ
ミ
ッ
ト
の
成

功
を
確
信
し
た
。
伊
勢
神
宮

に
は
全
員
が
感
激
し
て
い

た
」
と
語
っ
た
。
ま
た
神
道

学
科
の
学
生
が
現
在
、
お
祓

い
な
ど
の
神
事
で
使
用
す
る

麻
の
国
内
生
産
が
減
少
し
、

中
国
な
ど
外
国
産
に
代
わ
っ

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
質
問

す
る
と
「
妻（
昭
恵
夫
人
）も

関
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
麻
は
日
本
古
来
の
文

化
。
麻
が
日
本
の
限
ら
れ
た

地
域
で
し
か
生
産
で
き
な
い

と
い
う
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。「
人
の
心
を
掴
む
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
」
と
の
問

い
に
対
し
て
は
「
誠
心
誠
意

で
接
す
る
こ
と
」
と
回
答
。

休
日
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

尋
ね
ら
れ
る
と
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑

賞
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、
仕

事
を
忘
れ
て
違
う
世
界
に
没

頭
す
る
こ
と
で
気
持
ち
を
切

り
替
え
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

い
る
」
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

濃
密
で
印
象
深
い
時
間
に

よ
う
分
か
り
や
す
く
噛
み
砕

い
て
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

光
栄
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

国
文
学
科
四
年
の
伊
藤
祥
夏

さ
ん
は
「
政
治
の
話
に
な
る

か
と
思
っ
た
が
、
ラ
フ
な
話

題
も
多
く
、
緊
張
が
ほ
ぐ
れ

た
。
話
し
方
も
優
し
く
、
人

の
目
を
ま
っ
す
ぐ
に
見
て
ボ

デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
交
え

な
が
ら
語
ら
れ
る
の
で
言
葉

に
説
得
力
が
あ
っ
た
」
と
感

想
を
語
っ
た
。

　
ま
た
、
首
相
は
大
学
生
テ

レ
ビ
局
の
取
材
に
も
応
じ
、

「
教
職
員
志
望
の
方
が
多
い

と
聞
い
た
。
未
来
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
本
学
学
生
へ
エ
ー

ル
を
お
く
っ
た
。

「
途
切
れ
の
な
い
支
援
」を
推
進

鈴
鹿
市
と
本
学
が
連
携
協
定
を
締
結

一
面
を
明
か
し
た
。
首
相
の

気
さ
く
な
人
柄
も
あ
り
、
終

始
笑
顔
の
絶
え
な
い
和
や
か

な
場
と
な
っ
た
。

第
２
回
皇
學
館
大
学 

地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業 

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

伊
勢
志
摩
で
共
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の

ミ
ラ
イ
を
か
ん
が
え
あ
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
日
時
●
平
成
28
年
9
月
4
日
㈰　
13
時
30
分
開
始
・
16
時
30
分
終
了

会　
　

場
●
志
摩
市
磯
部
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

志
摩
市
磯
部
町
迫
間
８
７
８
番
地
９�

℡
０
５
９
９
・
５
５
・
０
１
４
２
／
０
２
４
６

　
Ⅰ
部
◆
セ
レ
モ
ニ
ー 

学
長
挨
拶
・
Ｃ
Ｏ
Ｃ
概
要
及
び
進
捗
説
明
・
圏
域
次
世
代
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

Ⅱ
部
◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ル
形
式
）

Ⅲ
部
◆
パ
ネ
ル
交
流
会 

学
生
や
地
域
団
体
に
よ
る
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
紹
介

　【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】
近
藤
玲
介（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）・
千
田
良
仁（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
】
板
井
正
斉（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）・
池
山　

敦（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
助
教
）

参
加
無
料
・
事
前
申
し
込
み
不
要
一
般
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
●
皇
學
館
大
学
企
画
部
地
域
連
携
推
進
室�

℡
０
５
９
６
・
２
２
・
８
６
３
５

http://coc.kogakkan-u.ac.jp

安
倍
首
相
を
出
迎
え
る

佐
古
理
事
長
と
清
水
学
長

気さくな様子で学生の質問に答える安倍首相。教員をめざす学生に対して
は「教員採用試験は今夏が勝負ですね」と励ました。参加した学生は「学生
の言葉を受け止めてくれるおおらかさを感じた」と感激していた

学生にハイタッチをする安倍首相

Vol.2

協定書を手に記念撮影に応じる末松則子鈴鹿市長（左）と清水学長

■注目記事
２面
保護者対象�
就職講演会・説明会を開催
３ 面
オープンキャンパス２０１６を実施
４・５ 面
皇學館PICKUP�
　 クラブ活動（大学）・国際交流（中学校）

６ 面 （高校・中学校）
柔道・１年宮本やほさんが全国大会へ
「協調性」を学んだ、ともやま研修 ほか
７ 面
学校法人皇學館・教学振興会 決算報告
８ 面
平成２８年度チャレンジプロジェクト�
公開プレゼン

■連載
２面

皇學館人物列伝㉘ 青木紀元
３ 面

リレーエッセイ  
岡田　登（国史学科教授）

学園報 第63号 発行・編集
学校法人皇學館 企画部
TEL0596−22−6496・8600

大　学� 大学院　専攻科　
� 文学部　教育学部
　� 現代日本社会学部

〒516−8555
三重県伊勢市神田久志本町1704
TEL0596−22−0201㈹　FAX0596−27−1704

高等学校・中 学 校
三重県伊勢市楠部町138
［高校］〒516−8577　TEL0596−22−0205㈹
［中学］〒516−8588　TEL0596−23−1398㈹
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現在の学生を取り巻く就職活動状況の説明を受け、うなずき、
ときにはメモをとるなど熱心に講師の話を聞く保護者の方々



































人
事
異
動

〔
〕内
は
旧
職

『事前学習に役立つ みんなの修学旅行 伊勢志摩』（出版・小峰書店）�
大型本：44頁　2700円（税別）

『六国史　 日本書紀に始まる古代の「正史」』（出版・中央公論社）�
新書版：266頁　820円（税別）

　
神
宮
皇
學
館
大
學
学
部
の
第
一
回
卒
業
生

は
祭
祀
専
攻
三
名
、
古
典
専
攻
一
名
の
計
四

名
で
あ
る
。
第
二
回
の
五
十
四
名
と
比
較
す

る
と
い
か
に
も
少
な
い
。
そ
の
理
由
を
古
典

専
攻
唯
一
の
卒
業
生
で
あ
る
青
木
紀
元
に
尋

ね
た
こ
と
が
あ
る
。
同
級
生
た
ち
は
召
集
さ

れ
て
戦
地
へ
赴
い
た
が
年
長
の
青
木
だ
け
が

残
っ
た
と
い
う
の
が
そ
の
答
え
で
あ
っ
た
。

　
青
木
紀
元
は
昭
和
十
年
神
宮
皇
學
館
本
科

第
一
部（
後
の
国
漢
科
）を
卒
業
し
、
統
治
下

の
台
湾
で
教
師
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
神
宮

皇
學
館
が
神
宮
皇
學
館
大
學
へ
昇
格
す
る
に

あ
た
り
、
学
問
へ
の
志
を
果
た
す
べ
く
学
部

へ
入
学
。
戦
後
は
、
郷
里
の
福
井
大
学
で
教

鞭
を
と
っ
た
。

　
青
木
は
卒
業
生
の
会
誌
『
館
友
』
の
再
刊

百
号
記
念
号
に「
ね
こ
や
な
ぎ
」の
題
で
文
章

を
寄
せ
て
い
る
が
、
神
宮
皇
學
館
の
歌
の
会

「
五
更
会
」に
ま
つ
わ
る
亡
く
な
っ
た
友
人
た

ち
の
思
い
出
の
記
で
、
や
は
り
若
い
こ
ろ
の

こ
と
が
印
象
深
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
五
更
は
午
後
七
時
か
ら
午
前
五

時
ま
で
を
五
等
分
し
た
最
後
の
時
間
で
午
前

三
時
か
ら
午
前
五
時
ま
で
を
い
い
、
夜
明
け

前
を
意
味
し
て
い
る
。

　
そ
の
学
問
は
ほ
ぼ
徹
底
し
て
延
喜
式
祝
詞

を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
か
つ
て
祝
詞
の
テ
キ
ス
ト
は
神
宮
皇
學
館

教
授
も
務
め
た
次
田
潤
の
『
祝
詞
新
講
』
を

主
と
し
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
青
木
の
テ
キ

ス
ト
が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
皇
學
館
大
学
に

お
い
て
古
典
講
読
や
国
語
学
講
読
で
祝
詞
を

学
ん
だ
者
は
ほ
ぼ
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て

教
育
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
青
木
本
人
は
「
思
考
が
幼
い
」
と
評
す
る

け
れ
ど
も
、
祝
詞
に
関
す
る
論
考
の
中
で
も

特
に
有
名
な
の
が
、
天
津
罪
と
国
津
罪
の
差

異
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
津
罪

は
農
耕
に
お
け
る
社
会
的
な
妨
害
罪
、
国
津

罪
は
個
人
的
な
傷
害
罪
と
い
う
明
瞭
な
説
で

あ
る（『
祝
詞
古
伝
承
の
研
究
』）。

　
一
方
で
、
青
木
に
よ
る
注
釈
が
「
五
更
」

の
発
行
元
と
な
っ
て
い
た
右
文
書
院
か
ら
刊

行
さ
れ
た
の
は
平
成
十
二
年
の
い
わ
ば
晩
年

で
あ
っ
た
。

　
　
　
神
宮
初
夏

日
の
暮
れ
に
詣
づ
る
心
す
が
す
が
し

齋
庭
に
と
も
る
み
あ
か
し
の
色

�

（『
雪
霽
』
昭
和
九
年
）

（
国
文
学
科
教
授
　
齋
藤
　
平
）

“
一
緒
に
学
ぶ
”姿
勢
で
サ
ポ
ー
ト
を

保
護
者
対
象
就
職
講
演
会
・
説
明
会
を
開
催

　
七
月
十
六
日
、本
学
六
号
館
に
お
い
て
萼
の
会（
保
護

者
会
）主
催
の
「
保
護
者
対
象
就
職
講
演
会
・
説
明
会
」

が
行
わ
れ
、一
五
二
名
の
保
護
者
に
出
席
い
た
だ
い
た
。

　
二
部
構
成
で
実
施
さ
れ
た

同
会
。
第
一
部
は
「
就
職
活

動
を
支
え
る
親
子
コ
ー
チ
ン

グ
の
活
用
方
法
」
を
テ
ー
マ

に
、
キ
ャ
リ
ア
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ニ
ス
ト
の
本
田
勝
裕
氏

が
講
演
し
た
。
そ
の
中
で
本

田
氏
は
「
保
護
者
は
子
と
一

緒
に
学
ぶ
コ
ー
チ
で
あ
っ
て

ほ
し
い
」
と
提
言
。
答
え
を

無
理
に
出
す
の
で
は
な
く
、

一
緒
に
考
え
、
と
も
に
答
え

を
創
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

説
い
た
。
そ
し
て
、「
等
身
大

の
モ
デ
ル
で
あ
ろ
う
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
。
保
護
者
自
身
が

実
体
験
を
も
と
に
感
じ
た
こ

と
な
ど
、
広
告
や
ウ
ェ
ブ
で

は
語
ら
れ
な
い
リ
ア
ル
な
情

報
を
伝
え
て
ほ
し
い
と
話
し

た
。

　
第
二
部
は
進
路
別
就
職
説

明
会
が
実
施
さ
れ
、
出
席
者

は
神
社
界
、教
育
界
、企
業・

官
公
庁
と
三
つ
の
教
室
に
分

櫻井特別教授監修『みんなの修学旅行 伊勢志摩』
遠藤准教授著『六国史—日本書紀に始まる古代の「正史」』

発刊
　
本
学
櫻
井
治
男
特
別
教
授

監
修
『
事
前
学
習
に
役
立
つ

み
ん
な
の
修
学
旅
行

伊
勢

志
摩
』、遠
藤
慶
太
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
准
教
授
著
『
六
国

史　
　
日
本
書
紀
に
始
ま
る

古
代
の「
正
史
」』の
二
冊
が

相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。

　
『
み
ん
な
の
修
学
旅
行
伊

中高合同で神宮参拝
　
六
月
十
七
日
、
月
次
祭
に
あ
わ

せ
中
学
校
、
高
校
の
神
宮
参
拝
が

行
わ
れ
た
。厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、

宇
治
橋
か
ら
内
宮
正
宮
ま
で
玉
砂

利
の
参
道
を
静
か
に
進
み
、
正
殿

で
無
事
に
参
拝
を
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
た
生
徒
た
ち
。参
拝
の
後
、

高
校
一
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の

時
間
と
し
て
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、荒
祭
宮
、風
日
祈
宮
、神
宮
文

庫
を
見
学
し
た
。
見
学
場
所
で
先

生
の
話
に
注
意
深
く
耳
を
傾
け
、

ま
た
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
と
る
生
徒

も
お
り
、
そ
の
真
剣
な
姿
が
印
象

的
だ
っ
た
。

　
神
宮
文
庫
を
見
学
し
た
高
校
一

年
七
組
の
前
田
海
輝
君
は
「
神
宮

文
庫
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
本
が
あ

り
、
国
宝
の
書
物
や
古
事
記
上
巻

な
ど
の
重
要
文
化
財
が
保
管
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」
と
感
想

を
述
べ
た
。
荒
祭
宮
を
参
拝
し
た

同
一
年
二
組
の
岡
田
早
瀬
君
は

「
荒
祭
宮
は
天
照
大
御
神
の
荒
御

魂
が
祭
ら
れ
て
い
て
内
宮
に
所
属

す
る
十
の
別
宮
の
う
ち
最
も
位
が

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
新
た

に
得
た
知
識
を
興
奮
気
味
に
語

り
、「
帰
り
道
で
偶
然
月
次
祭
の
奉

幣
の
儀
に
向
か
う
長
い
行
列
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
厳
か
な
雰
囲

気
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
を
纏

っ
た
方
々
が
ご
正
宮
に
向
け
て
移

動
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
学
で
き

た
の
で
よ
か
っ
た
」
と
感
激
し
た

様
子
で
話
し
た
。
中
学
校
一
年
Ａ

組
の
小
内
裕
貴
君
は
「
日
頃
の
食

な
ど
私
た
ち
に
自
然
の
恵
み
を
常

に
与
え
て
く
だ
さ
る
神
様
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
参
拝
し
た
」

と
満
足
そ
う
に
語
っ
た
。

勢
志
摩
』
は
小
学
校
高
学
年

か
ら
中
学
生
を
対
象
に
事
前

学
習
に
活
用
で
き
る
よ
う
編

ま
れ
た
も
の
で
、
参
拝
作
法

や
祀
ら
れ
て
い
る
神
様
、
神

話
、
神
宮
の
歴
史
、
式
年
遷

宮
を
始
め
と
す
る
祭
祀
等
に

つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
て
い
る
。「
犬
だ
け
で

な
く
、
ブ
タ
が
お
伊
勢
ま
い

り
を
し
た
と
い
う
記
録
も
残

っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
面
白

い
ト
リ
ビ
ア
や
グ
ル
メ
・
お

土
産
情
報
も
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
大
人
が
読
ん
で
も
楽
し

め
る
伊
勢
の
手
引
書
だ
。

　
『
六
国
史
』は
奈
良
時
代
か

ら
平
安
に
か
け
て
朝
廷
が
編

纂
し
た
歴
史
書
「
六
国
史
」

か
れ
担
当
者
の
話
に
耳
を
傾

け
た
。

　
参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は

「
自
分
た
ち
の
就
職
し
た
頃

は
バ
ブ
ル
期
で
あ
っ
た
た

め
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
ア

ド
バ
イ
ス
の
仕
方
が
難
し
く

感
じ
ら
れ
る
。
今
日
参
加
し

た
こ
と
で
親
と
し
て
何
を
す

べ
き
か
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
」「
講
演
会
で
は
目
か

ら
ウ
ロ
コ
の
内
容
も
多
く
、

興
味
深
か
っ
た
。
親
も
共
に

歩
ま
ね
ば
と
考
え
さ
せ
ら
れ

た
」「
と
に
か
く
子
ど
も
と
話

を
し
、
子
ど
も
の
話
を
聞
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
た
。

こ
の
夏
休
み
に
人
生
の
先
輩

と
し
て
子
ど
も
と
向
き
合
お

う
と
思
う
」「
企
業
も
、神
社

も
、
教
員
も
、
必
要
と
さ
れ

大　
　

学

 

解
兼
務  �

平
成
28
年
６
月
30
日
付

法
人
本
部
企
画
部
主
査

�

大
橋　
結
香

法
人
本
部
総
務
部
書
記

�

森
谷　
香
里

法
人
本
部
財
務
部
書
記
補

�

大
津　
政
紀

 

配
置
換  �

平
成
28
年
7
月
1
日
付

総
務
部
主
査�

大
橋　
結
香

〔
企
画
部
主
査
〕

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー（
事
務
室
）

書
記�

森
谷　
香
里

〔
総
務
部
書
記
〕

学
生
支
援
部
書
記
補
　

�

大
津　
政
紀

〔
財
務
部
書
記
補
〕

企
画
部
事
務
嘱
託�

鈴
木　
千
浩

〔
学
校
事
務
部
事
務
室
事
務
嘱
託
〕

 

兼
務  �

平
成
28
年
7
月
1
日
付

法
人
本
部
総
務
部
主
査

�

大
橋　
結
香

法
人
本
部
企
画
部
事
務
嘱
託

�

鈴
木　
千
浩

高
等
学
校

 

配
置
換  �

平
成
28
年
７
月
１
日
付

学
校
事
務
部
学
校
事
務
室
主
事

�

橋
本　
恵
子

〔
学
生
支
援
部
主
事
〕

る
も
の（
求
め
ら
れ
る
も
の
）

は
同
じ
だ
と
感
じ
た
」「
進
路

別
説
明
会
で
は
現
実
の
課
題

が
多
く
出
さ
れ
て
い
て
、
参

考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
、
非
常
に
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
ま
た
、「
複
数
の
進
路
別
説

明
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
て
ほ
し
い
」「
レ
ジ
メ

を
配
布
し
て
ほ
し
い
」「
せ
っ

か
く
の
よ
い
機
会
な
の
で
、

萼
の
会
総
会
等
に
日
程
を
合

わ
せ
て
よ
り
多
く
の
保
護
者

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
は
」

等
の
ご
要
望
も
寄
せ
ら
れ

た
。
本
学
で
は
次
年
度
以
降

こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
で
き
る

限
り
反
映
さ
せ
、
よ
り
充
実

し
た
会
を
め
ざ
し
て
い
く
。

に
つ
い
て
、
古
代
史
の
根
本

史
料
と
し
て
そ
の
真
偽
や
魅

力
を
ひ
も
解
い
て
い
る
。
遠

藤
准
教
授
が
担
当
し
て
い
る

講
義
「
日
本
史
学
史
」
の
古

代
の
部
分
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
知
的
好
奇
心
を
満
た
し

て
く
れ
る
読
み
応
え
の
あ
る

一
冊
だ
。
各
出
版
社
、
オ
ン

ラ
イ
ン
書
店
で
購
入
可
能
。

皇學館 人物列伝 28

青木 紀元（あおき きげん）　

大正 3年福井県生。昭和10年神宮皇學館本科卒業。昭和
20年神宮皇學館大學卒業。昭和23年福井師範学校教官。
昭和41年福井大学教育学部教授。昭和55年群馬県立女
子大学教授。昭和62年勲三等旭日中綬章。1914〜2005。

祝
詞
研
究
の
第
一
人
者
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玉砂利を踏みしめ、厳かに進む
生徒たち

2皇 學 館 学 園 報平成２8年8月２0日� 第63号　（� ）



　
私
が
、
土
の
下
に
埋
も
れ
た
石
器
や
土

器
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
小
学
校
二
年

の
時
で
、
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風

後
、
河
川
堤
防
修
築
の
た
め
土
取
り
の
始

ま
っ
た
四
日
市
市
小
古
曽
町
の
五
百
山
遺

跡
で
、父
や
叔
父
や
二
兄
に
連
れ
ら
れ
て
、

弥
生
土
器
片
を
採
集
し
た
こ
と
に
よ
る
。

そ
の
後
、
伊
勢
国
分
寺
跡
を
中
心
に
四
日

市
や
鈴
鹿
市
の
丘
陵
地
で
遺
物
採
集
に
あ

た
り
、多
く
の
遺
物
や
遺
跡
を
発
見
し
た
。

皇
學
館
大
学
入
学
後
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン（
宇
治
の
修
養
団
道
場
）に
向
か
う
バ

ス
か
ら
、
中
村
町
の
土
取
崖
面
に
竪
穴
住

居
と
思
し
き
掘
り
込
み
土
層
を
見
付
け
、

そ
の
帰
り
道
、
弥
生
土
器
や
須
恵
器
片
を

採
集
し
た
。
部
活
は
考
古
学
研
究
会
（
本

年
、
創
部
五
十
周
年
）に
属
し
、
個
人
的
に

も
土
に
埋
も
れ
た
歴
史
を
明
ら
か
に
す
べ

く
、
伊
勢
市
を
主
と
す
る
地
域
の
遺
跡
調

査
を
続
け
て
い
る
。
近
鉄
小
俣
駅
近
く
で

は
旧
石
器
時
代
県
下
三
番
目
の
規
模
の
マ

マ
田
遺
跡
、
津
市
で
は
同
時
代
の
高
茶
屋

四
ツ
野
Ｂ
遺
跡
、
五
十
鈴
川
上
流
で
は
縄

文
時
代
の
遺
跡
二
十
四
カ
所
、
鈴
鹿
市
で

は
県
下
初
の
弥
生
時
代
の
玉
作
り
遺
物
、

伊
勢
市
倭
町
で
は
弥
生
・
平
安
時
代
の
隠

岡
遺
跡
、
近
鉄
五
十
鈴
川
駅
南
の
桶
子
遺

跡
で
は
弥
生
時
代
終
末
期
の
銅
鐸
片
、
津

市
垂
水
で
は
古
墳
時
代
の
埴
輪
窯
、
同
市

殿
村
で
は
古
代
の
駅
家
跡（
市
村
駅
）に
比

定
さ
れ
る
本
馬
領
遺
跡
を
発
見
し
た
こ
と

は
、
特
に
心
に
残
る
。

　
大
学
の
職
務
で
は
附
置
研
究
所
の
史
料

編
纂
所
か
ら
学
部
国
史
学
科
に
移
り
、
毎

年
わ
が
国
古
代
史
の
舞
台
で
あ
る
飛
鳥
や

平
城
京
、
難
波
宮
・
大
坂
城
、
平
安
京
の

史
跡
や
社
寺
、
壬
申
の
乱
や
天
下
分
け
目

の
合
戦
の
関
が
原
、
織
田
信
長
の
居
館
岐

阜
城
、
明
治
の
歴
史
的
建
築
を
集
め
た
博

物
館
明
治
村
な
ど
を
学
生
と
探
訪
す
る

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
を
実
践
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
か
ら
二
十
一
年
に
か

け
て
、
江
戸
時
代
伊
勢
参
宮
を
し
た
人
々

の
想
い
や
痕
跡
を
た
ど
る
江
戸
の
旅
を
体

験
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
生
や
公
募
し

た
人
々
と
と
も
に
、
桑
名
・
関
・
上
野
・

名
張
・
奈
良
県
神
末
村
・
愛
知
県
豊
橋
市

か
ら
、
旧
街
道
を
二
泊
な
い
し
三
泊
し
て

歩
い
た
こ
と
は
、
皇
學
館
大
学
が
伊
勢
に

あ
る
こ
と
の
意
義
を
、
身
を
も
っ
て
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

学
生
ス
タ
ッ
フ
に
好
印
象

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
６

　
六
月
十
二
日
に
幕
開
け
し
た
平
成
二
十
八
年
度
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
。
そ
の
第
二
回
と
な
る
「
学
校
見
学

Ｄ
Ａ
Ｙ
」が
七
月
九
日
に
、「
学
び
体
験
Ｄ
Ａ
Ｙ
」が
翌
十

日
に
開
催
さ
れ
、
の
べ
六
八
二
名
が
訪
れ
る
盛
況
ぶ
り

と
な
っ
た
。

　
七
月
九
日
の
「
学
校
見
学

Ｄ
Ａ
Ｙ
」
は
学
生
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
、
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

図
書
館
や
神
道
博
物
館
、
学

生
寮
等
の
各
施
設
見
学
を
中

心
に
行
わ
れ
た
。
個
別
相
談

は
記
念
館
を
会
場
に
そ
れ
ぞ

れ
の
学
科
の
先
生
や
職
員
が

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
就
職
、
入

試
な
ど
あ
ら
ゆ
る
疑
問
や
悩

み
に
回
答
。
参
加
者
か
ら
は

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
気
さ
く
に
話

し
て
く
れ
た
の
で
大
学
の
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
、
イ
メ
ー

ジ
が
明
確
に
な
っ
た
」「
入
試

説
明
が
丁
寧
で
非
常
に
参
考

に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
翌
十
日
の
「
学
び
体
験
Ｄ

Ａ
Ｙ
」
は
文
字
通
り
各
学
科

で
何
を
学
べ
る
の
か
実
際
に

感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
模
擬

講
義
や
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
。
神
道
学
科
は
「
神

道
の
作
法（
祭
式
）体
験
」、国

文
学
科
は
「
文
学
散
歩
の
楽

し
み
」、国
史
学
科
は
「
古
文

書
で
歴
史
体
験
」、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
「
ゲ
ー

ム
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」、現
代
日
本
社
会
学
科
は

「NIPPO
N

を
動
か
そ
う
会

議
」、教
育
学
科
は
コ
ー
ス
別

に「
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
、
参
加
者
の
興
味

を
引
い
て
い
た
。
ア
ン
ケ
ー

皇學館高等学校吹奏楽部 第９回定期演奏会も同時開催!

学校相談会� 学校相談ブース（中学校・高等学校・大学）

時　間◆1４：00〜16：00　
場　所◆大ホールロビー（予定）

皇學館高等学校吹奏楽部 第９回定期演奏会
時　間◆16：00〜（１５：３０開場・１９：００終了予定）
場　所◆大ホール
入場料◆５００円　※チケット発売に関しては高校HPにてご確認ください。

問合せ◆皇學館大学 企画部　TEL０５９６-22-8６００

キャンドルの灯は
絆と成功の証

精華寮・寮祭幹事　　　　

山 田 広 大
（教育学科 2年）

ト
で
も
「
衣
装
の
着
付
け
や

祭
祀
に
つ
い
て
身
を
も
っ
て

体
験
で
き
て
非
常
に
よ
か
っ

た
」「
歴
史
好
き
が
歴
史
を
学

ぶ
の
に
は
最
高
の
大
学
だ
と

思
っ
た
。
自
然
豊
か
な
環
境

も
気
に
入
っ
た
」「
大
学
な
ら

で
は
の
学
び
を
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
す
こ
ぶ
る

高
評
価
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
満
喫
し
て
い
た
だ
い

た
よ
う
だ
。

　
さ
ら
に
、「
学
生
ス
タ
ッ
フ

の
き
め
細
や
か
な
対
応
に
、

非
常
に
好
感
が
持
て
た
」「
案

内
の
学
生
が
生
き
生
き
と
し

て
い
て
よ
か
っ
た
。
い
い
先

輩
の
い
る
大
学
だ
と
感
じ

た
」
等
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
に

好
印
象
を
持
っ
た
と
の
声
が

例
年
に
も
増
し
て
聞
か
れ

た
。
な
お
、
十
月
二
十
九
日

（
土
）に
は
「
大
学
祭
同
時
開

催
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
本
学
の
学
風
を
知
る

絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
の

で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

足
を
お
運
び
い
た
だ
き
た
い
。

　
寮
生
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
毎
年
開
催
さ
れ
る
寮

祭
が
、
六
月
十
九
日
、
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

　
今
年
と
く
に
力
を
入
れ
た

の
は
、
新
企
画
「
き
も
だ
め

し
＆
キ
ャ
ン
ド
ル
」
イ
ベ
ン

ト
だ
。
こ
の
催
し
で
は
ル
ー

ト
上
に
待
機
し
た
二
年
生
が

な
ぞ
な
ぞ
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

あ
て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー

ム
を
用
意
。
こ
れ
ら
の
お
題

を
ク
リ
ア
し
た
一
年
生
た
ち

が
ゴ
ー
ル
の

証
と
し
て
キ

ャ
ン
ド
ル
を

受
け
取
り
、

全
部
の
班
が

ゴ
ー
ル
し
た

後
に
火
を
灯
し
、
輪
に
な
っ

て
踊
る
趣
向
と
し
た
。
結
果

は
大
成
功
!
一
、二
年
生
み

ん
な
が
本
当
に
楽
し
そ
う
に

し
て
い
て
、
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
。

　
準
備
期
間
中
、
と
き
に
は

各
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
と
意
見

が
合
わ
ず
大
変
な
こ
と
も
あ

っ
た
が
、仲
間
と
支
え
合
い
、

協
力
し
な
が
ら
頑
張
る
こ
と

が
で
き
た
。
寮
祭
を
通
じ
て

寮
生
全
員
の
絆
が
深
ま
っ
た

と
思
う
。

　
来
年
も
新
し
い
幹
事
を
中

心
に
み
ん
な
が
協
力
し
て
、

精
華
寮
、
貞
明
寮
の
伝
統
を

築
い
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
願
う
。

皇
中
生
が
大
学
講
義
を
受
講

　
七
月
六
日
、「
ミ
ニ
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
in
皇
學
館
大

学
」
と
題
し
、
皇
學
館
中
学

三
年
生
を
対
象
に
大
学
見
学

を
実
施
し
た
。
午
前
は
三
つ

の
班
に
分
か
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
専
門
演
習
、
社

会
臨
床
実
習
の
授
業
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
学
食

体
験
を
挟
み
、
午
後
か
ら
は

施
設
体
験
と
学
生
と
の
交
流

会
を
開
催
。
施
設
見
学
で
は

ゼ
ミ
室
や
階
段
式
の
大
教

室
、
図
書
館
、
博
物
館
な
ど

中
学
校
と
は
異
な
る
環
境
に

生
徒
か
ら
驚
き
の
声
が
多
く

聞
か
れ
た
。

　
教
育
学
部
四
年
生
と
の
交

流
会
で
は
、
大
学
の
授
業
や

生
活
に
関
す
る
疑
問
に
答
え

て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
中
学
生

に
向
け
て
今
後
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
し
て
も
ら
っ
た
。
新
た

な
取
組
み
で
は
あ
っ
た
が
、

大
学
と
連
携
し
な
が
ら
「
大

学
の
授
業
・
学
校
生
活
」
に

つ
い
て
深
く
学
習
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
以
下
に
、
参

加
者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

�

第
三
学
年
主
任
　
吉
田
康
人

◇

◇

◇

◆
図
書
館
の
本
の
多
さ
や
学

舎
の
広
さ
に
驚
い

た
。「
今
や
っ
て
い

る
勉
強
は
今
後
必

ず
役
に
立
つ
」「
中

学
・
高
校
で
自
分

の
し
た
い
こ
と
を

見
つ
け
て
お
く
必

要
が
あ
る
」
と
先

生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
言

葉
に
納
得
し
た
。

◆
先
生
と
学
生
の
距
離
が
と

て
も
近
い
と
思
っ
た
。

◆
参
加
す
る
ま
で
は
私
立
で

県
内
に
あ
る
こ
と
に
偏
見
を

持
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
見

る
と
非
常
に
広
く
設
備
が
整

っ
て
い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。

◆
疑
問
点
を
聞
く
だ
け
の
中

学
生
と
違
い
、
大
学
生
は
そ

う
考
え
た
理
由
、
根
拠
を
話

す
な
ど
意
見
の
出
し
方
が
ま

っ
た
く
違
っ
た
。
自
分
た
ち

が
大
学
生
に
な
っ
た
と
き
の

こ
と
を
想
像
で
き
た
。

中・高・大合同

皇學館
Ｄ Ｙ催

開

土の下に歴史を探り、
百聞は一見に如かずを実践する

　
皇學館大学文学部教授　岡田　登　皇學館大学大学院文学研究科国史学専攻博士課程中退

記念講堂前広場で200個以上のキャンドルを囲み、
マイムマイムを踊る参加者たち

大学の授業スタイルに真面目に取り組む生徒たち

トレードマークであるピンク色のTシャツを身に付け、未来の後輩たちを温かく迎えた学生スタッフ

❖お❖知❖ら❖せ❖

9／19（月・祝）
三重県文化会館

高
校
生
か
ら
の
相
談
に
快
く
対
応

記
念
館
内
で
行
わ
れ
た
茶
の
湯
体
験
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タイの学校とS スカイプkype交流
教務部部長　小 林 誠 治
　現在中学校では、『グローバル人材育成プログラム』の一つとしてSkypeなどを介した
交流プログラムを実施しています。全校生徒全員を対象に、現在は姉妹校ローズヒル校

（オーストラリア）やタイの学校との交流、またWeb会議システムを用いたバーチャル英会
話教室（ネイティブ講師によるオンライン英会話）を中心に展開していますが、今回はそのう
ちの「タイの学校との交流」をご紹介いたします。
　昨年度末、公益財団法人民際センターの『インターネット・フレンドシップ校交流事

業』というプログラムに応募し、今年度 ４ 月〜 ６ 月にかけてマッチングを
行っていただいた結果、タイ・チェンマイにある「Hodpittayakom School」
を本校の交流校として紹介いただきました。互いの学校同士で覚書を交わし

た後、 ６ 月３０日に ２ 年生を対象に第 １ 回交流を実施。緊張
の中で始まりましたが、お互いに自己紹介をしたり質問を
し合ったりと大いに盛り上がり、また、スポーツや食べ
物の話を通じて互いの文化の違いも学びました。単純に、
遠く離れた国にいる同年代の生徒とリアルタイムで交
流ができる楽しさを感じるとともに、お互い母語では
ない英語を共通言語として意思疎通ができる素晴らし

さや喜びを大いに感じたようです。その後 ７ 月に入ってからは、
１ 年生、３ 年生もセッションをスタートし、全講座での実施を進めています。また、

今後は姉妹校ローズヒル校も含めた ３ 校での同時交流も計画していきます。
　このようなSkype交流等を通して、生徒の英語によるコミュニケーションスキルの向
上や異文化理解をさらに進めていきたいと思います。生徒たちの学習の基本である日々
の授業の中に、こうしたより実践的なコミュニケーションの場をできる限り多く取り込
み、英語が好きな生徒も苦手な生徒も、すべての生徒たちのモチベーションアップにつ
なげていきたいと思います。

日米の文化の違いを学ぶ
国際理解・国際交流プログラムに参加
３ 年Ａ組　中 村 真 季
　今回、国際理解・国際交流プログラム＊に参加
して、アメリカ人女性の先生に英語でアメリカ
と日本の文化の違いや学校や塾の特色について
教えていただきました。
　アメリカには日本と違い「飛び級」制度があ
ることや、制服ではなく私服で登校する点、お菓子を食べることができ
る時間があるなど、日本にはないルールを知り驚きました。先生の話の
うち、英語の部分でよく理解できないところもあったけれど、これから
はもっと英語ができるように頑張りたいと思いました。

三重県、日本の文化や自然を大切に
国際メディアセンターを見学
３ 年Ｂ組　江 藤 朋 華
　今回、国際メディアセンターを見学して、三重県のすばらしさを
改めて感じました。三重県で作られた食料品や製品が館内に展示さ
れていて、とても嬉しい気持ちになりました。また実際に伊勢志摩
サミットのとき、G ７ の大統領や首相の方々が議論した机
や椅子、国旗などを間近で見ることができ、貴重な機会を
得ることができました。
　伊勢の地で学ぶ皇學館の生徒として、これからも三重県、
さらに日本の文化や自然を大切にしていきたいと思います。

１０月に２泊３日で E
イングリッシュキャンプ

nglish Camp ２０１６を実施
　さまざまな活動を通じて実践的な英語や他国の文化に触れ、積極的に英語でコミュニケーシ
ョンを図る態度を養うことを目的に、１０月 ５ 日㈬から ７ 日㈮の日程で愛知県豊田市「旭高原少年
自然の家」にてイングリッシュキャンプを行います。キャンプでは、ネイティブ講師との英会
話や文化交流、さまざまなアクティビティなど、 ３ 日間オールイングリッシュで過ごします。
その模様は次々号にてお知らせいたします。お楽しみに !

皇學館高等学校
募集人数 ３４０名（ ６ 年制内部進学者を含む）

入学資格 中学卒業者および平成２9年 ３ 月卒業見込みの者

募集コース ◦進学コース　◦特別進学コース　※詳細はHPをご確認ください

出願期間 平成２9年１月10日㈫〜１月17日㈫
午前 9時〜午後 ３時（土日および祝日は除く）

出願手続

①入学願書（本校所定の用紙）　②学習の記録（本校所定の用紙）
③受検料 １２,０００円（本校所定の用紙〈郵便振替〉にて、ゆうちょ銀行窓口で、

お納めください。コンビニエンスストアでの納入については「受検料コンビニ
支払い」を参照してください）

入学試験

日　時 平成２9年 １ 月３０日㈪ 午前 9時〜

教　科 国語、数学、英語、理科、社会　※詳細はHPをご確認ください

方　式 マークシート方式

試　験
会　場

〈本会場〉皇學館高等学校
〈津会場〉大原簿記医療観光専門学校（津駅西口より徒歩 １ 分）

合格発表 平成２9年 ２ 月 ６ 日㈪に合格通知を各中学校と本人宛に発送します 
（電話によるお問い合わせには、お答えできません）

入学手続 平成２9年 ２ 月16日㈭ 午後 ３ 時までに、入学金４５,000円を納入してくだ
さい（本校所定の用紙にて、必ず銀行窓口でお納めください）

特　典
皇學館大学への進学希望者には、附属高校特別推薦枠・入学金半額免除などの
特典があります。

推薦及び特別奨学生について
①特別進学コース・進学コース、それぞれのコースに推薦制度（専願）があります。
②所属中学校長の推薦書により、学業・人物優秀と認められる生徒に対しては、学

力特別奨学生、また顕著な競技実績をもつと同時に、本校の授業内容を習得でき
る学力を有し、人物優秀な生徒に対しては、スポーツ・芸術推薦およびスポーツ・
芸術特別奨学生の制度があります。

平成２9年度　生 徒 募 集 要 項

オープンスクール
本校では、下記の通り学校見学会を実施して
います。また、下記日程以外の見学も可能で
す。詳しくはお問い合わせ下さい。
	 平成２８年
第１回 9月３日㈯・４日㈰

※４日㈰は皇學館中学校との合同開催

第２回　平成２８年10月 ２日㈰
第３回　平成２８年11月1３日㈰

内容◦学校説明および校舎見学、入試説明、
吹奏楽部によるミニコンサート など

持物◦筆記用具、スリッパ
　
❖参加者の皆さんには学生食堂での昼食を

準備しています。（第 １ 回〜第 ３ 回）
❖校舎見学後のクラブ活動の見学も承って

います。
❖保護者の方々もご参加いただけます。
❖団体見学も受け付けています。

国際交流｜中学校｜

第１回オープンスクール
〜皇學館を楽しもう〜

平成２８年9月４日㈰ 10：00〜
◦体験授業◦部活見学◦校舎見学◦学校説明 など

授業公開デー２０１６
〜皇學館を知ろう〜（学校説明会）

平成２８年11月５日㈯ 9：３0〜
◦授業公開◦学校説明◦入試説明 など

第２回オープンスクール
〜皇學館で学ぼう〜

平成２８年11月２7日㈰ 9：３0〜
◦学校説明◦入試説明◦入学試験対策授業 など

6 年一貫教育 皇學館中学校
A日程 B日程

一　　般 専　　願
募集人数 A日程（一般・専願）・B日程合わせて ７０名
入学資格 平成２9年 ３ 月小学校卒業見込みの児童（男女共）

出願手続 ◦入学志願票（本校所定の用紙）
◦受験料 １２,０００円（ゆうちょ銀行かコンビニエンスストアでお納めください）

出願期間

平成２８年	 平成２9年
1２月1２日㈪〜１月6日㈮
午前 9時〜午後 ３時（土曜日は正午まで）
※１２月１8日㈰・２３日㈷〜２５日㈰・２8日㈬〜 １ 月 ５日
㈭を除く

※郵送の場合は １月 6日㈮ 午後 ３時必着とします

平成２9年
１月２３日㈪〜２月１日㈬
午前 9時〜午後 ３時
※ １月２8日㈯・２9日㈰を除く
※郵送の場合は ２月 １日㈬ 午後
３時必着とします

出願方法

【持参する場合】
出願書類を取りそろえ、所定の封筒に入れて学校事務室へ持参

【郵送する場合】
出願書類と受験票返信用封筒（住所氏名の記入、返信切手）

試験日時 平成２9年 １ 月 8日㈰ 午前 9時〜 平成２9年 ２ 月 ４日㈯
午前 9時〜

試験教科 国語、算数、理科、社会 国語、算数、面接 国語、算数

合否発表
平成２9年 １ 月 9 日（月・祝）発送 平成２9年 ２ 月 ６ 日㈪ 発送

郵送による（電話によるお問い合わせにはお答えできません）

入学手続 入学金４５,０００円＋教育充実費２００,０００円＝合計２４５,000円
（所定の用紙にて銀行窓口でお納めください）

学　　費
（月額）

◦授業料 ２３,０００円　◦教育充実費 8,５００円
◦その他 ４,３００円（保護者会費、後援会費、校友会費、図書費）

特別奨学生制度
人物優秀で、次のいずれかの基準を満たす者から選考し、教育充実費（入学時）、及
び教育充実費の納付相当額を授与します。
①小学校長または学習塾長から学業成績が特に優秀であると推薦され、入学試験

の成績が優秀な者（専願に限ります）
※小学校時の英語学習に関して、英検などの英語外部試験で優秀な成績を収めている場
合、成績証明書を添付して提出することで審査の優遇を受けることができます。

②入学試験の成績が特に優秀な者

　
＊伊勢志摩サミット開催を契機に、次代を担う子どもたちにサミット参加国について理解や交流
を深めてもらおうと、「伊勢志摩サミット三重県民会議」が実施しているプログラム。平成27年
度の実施で大変好評を得たため、今年度も継続して行われている。
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　年々、学生・生徒の活躍の場が
　広がっている皇學館。今回は、
　 全国を舞台にめざましい成果を
　　上げているクラブ活動（大学）と
　　先駆的な取組みで学内外の教育 
　　関係者から注目を集める国際交流 
　　事例（中学校）を取り上げます。

全国大会に男女で２年連続出場。
男子は強豪・中央大に勝利
柔道部

　 ６ 月２５日、２６日に日本武道館にて行われた全日本学生
柔道優勝大会に本学柔道部（男女）が出場。女子は今大会
の優勝校である早稲田大学に ０ 対 ２ で １ 回戦敗退、男子は強
豪・中央大学を ２ 対 １ で制し ２ 回戦に進出する活躍を見せた。 ２ 回戦では入賞
校の國學院大學に敗れたものの、創部１１１年を数える中央大学に勝利したことは
大きな自信となったといえよう。昨年度負けた悔しさを忘れずに男女揃って入

賞できるよう、この １ 年間、「どのチームにも負けない血の
滲むような厳しい稽古」を経て大会に臨んだという主将の
花田健悟君。「全国の舞台で上位を狙うには何が必要か肌
で感じることができた」とも語り、今大会を通じて得た
ものは大きかったようだ。顧問の佐藤武尊先生も学生た
ちの頑張りを労いつつ、「課題が見つかるとともに収穫
も大きかった意義深い大会。今後はさらに精進してい
きたい」とさらなるステップアップを誓う。今後の前
進に注目だ。

形の部で男子団体優勝、女子団体準優勝。
謙虚に学ぶ姿勢、実を結ぶ
空手部

　 ６ 月 ５ 日に行われた第５9回東海地区空手道選手権大会において本学空手部が
［形の部］で男子団体戦優勝、女子団体戦準優勝、［組手の部］で男子団体戦優
勝、女子団体戦 ３ 位という好成績をおさめた。

　選手のひとりは「スポーツ界は低年齢化が
進み、高校や大学から新しいスポーツに挑戦
しようとする人にとって結果を残すことが
厳しい環境になっている。しかし、こうし
たことを言い訳にせず、常に目標を高く持
ち、勝ちにこだわってきた」とコメント。
その上で、「もちろん、勝ち負けだけでは
なく、礼儀作法など武道を志すにふさわ
しい精神性も磨いてきた。空手歴の長短
に関わらず、どの部員も自ら学ぶ姿勢

で日々謙虚に稽古に励んできたことが今回の優
勝、準優勝につながったのではないか」と分析。「今回の結果に満足す

るのではなく、今後も精進していきたい」と抱負を語った。

男子団体メンバー

形 角 田 裕 也（ ４ 年・コミュ）　 山 口 功 晟（ ４ 年・国史）
柴 原 　 烈（ ２ 年・コミュ）

組手 角 田 裕 也（ ４ 年・コミュ）　 山 口 功 晟（ ４ 年・国史）
村 瀬 隼 大（ ２ 年・コミュ）

女子団体メンバー

形・組手 池 田 　 華（ ３ 年・国文）　　 佐 藤 真 珠（ ２ 年・国文）
市 川 紫 野（ １ 年・国史）

東海インカレで男子が初の総合３位、
日本学生個人・衛藤将君が走高跳で７位
陸上競技部・駅伝競走部

　東海地区最大の大学対校戦である第８２回東海学陸上競技対校選手権大会が ５
月１３日から１５日にかけて名古屋市のパロマ瑞穂スタジアム・パロマ瑞穂北陸上
競技場で開催された。風向きが不安定で、時おり強い風が吹き、気温も大きく変
動する難しいコンディションの中、男子は初の総合 ３ 位、女子は総合 ６ 位と大
健闘。他の強豪大学に比べ圧倒的に部員数が少なく、決して恵まれているとは
いえないグラウンド環境を踏まえると驚くべき快挙だ。同部委員長の中山真也
君は「小木曽先生指導のもと、日々練習を頑張ってきた。しかし先生の指示通
りに漫然と練習をこなすだけでは強くなれない。今後は、練習の意味や先生の
指示の意図するところを自分たちでしっかり考えながら練習を積み重ね、さら
に上位をめざしたい」と語る。なお、本大会では非常に多くの学生が自己記録を
更新した。とりわけ、男子三段跳で本学新記録・自己新記録をマークして優勝
した松葉大和君（ ３ 年・教育）は、9 月に熊谷市で開催される学生陸上競技の最高
峰・日本学生陸上競技対校選手権大会（日本インカレ）に東海学生チャンピオンと

して、すでに十種競技で出場を決めている乾颯
人君（ ２ 年・教育）とともに出場することになった。
　また、 ６ 月１０日から１２日にかけて Shonan 
BMW 平塚スタジアムで催された「２０１６日本学
生陸上競技個人選手権大会」に本学からは前述
の松葉君、男子走高跳に衛藤将君（ ２ 年・教育）、
男子砲丸投に井豫規人君（ １ 年・教育）が出場。
衛藤君は自己タイ記録の ２ m１０cmを跳び、見
事 ７ 位に入賞した。これは三重県歴代 ８ 位の
記録。本学のフィールド種目で初の全国入賞
だ。それぞれの今後の活躍が楽しみだ。

団体「陸上競技部・駅伝競走部」・
「柔道部」と 個人 陸 上

競技部衛藤将君に
学長奨励賞授与
　 ７ 月１9日と２８日に学長奨励賞授与式が執り行わ
れ、「陸上競技部・駅伝競走部」「柔道部」と走高跳
の衛藤将君（ ２ 年・教育）に学長奨励賞が授与され
た。清水潔学長は「大学の設備や練習環境が必ず
しも十分ではない中、個人個人が厳しい練習を積
み重ね、今回の成果を手にしたことは、称賛に値す
る。これを機にさらに精進し、活躍してほしい」と
激励した。駅伝競走部委員長の山本拓音君（ ４ 年・

教育）は「このような名誉ある賞をいただけて大変
嬉しい。１２月の東海学生駅伝ではよい結果を出し、
駅伝競走部が東海地区の代表となれるよう、さら
に練習を頑張りたい」と気合十分に、衛藤君も「さ
らなる筋力アップや技術向上を図り、日本選手権
に出場したい」と意気込みを見せた。

クラブ活動｜大学｜

皇學館

Pickup

栄えある受賞に表情を引き締める受
賞者。上から、陸上競技部・駅伝競走
部、柔道部、陸上競技部 衛藤将君
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皇高 N E W S

皇中 N E W S

成
功
は
一
人
ひ
と
り
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ

一
年
Ｂ
組　

近
藤
智
郁

“
全
体
を
考
え
る
”意
識
が
身
に
付
い
た

一
年
Ａ
組　

河
村
隆
雅

が
参
加
し
、
会
費
の
使
い
方
と
分

配
の
仕
方
を
審
議
し
決
定
す
る
。

今
年
度
は
生
徒
全
員
が
校
友
会
員

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
会
計
報
告
の
作
業
を

校
友
会
役
員
で
は
な
い
一
般
生
徒

が
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
。

　
今
後
は
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
が

校
友
会
や
校
友
会
総
会
の
意
味
と

大
切
さ
を
理
解
し
、
よ
り
よ
い
学

校
に
す
る
た
め
に
皇
學
館
高
校
生

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
続
け
て
ほ

し
い
。
積
極
的
に
参
加
し
、
活
発

な
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
で

校
友
会
の
活
動
も
一
層
有
意
義
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
。

�

前
総
務
副
委
員
長
　
村
木
彩
里

決
め
る
必
要
は
な
い
と
い
っ
た
人

生
の
先
輩
と
し
て
の
熱
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
切
々
と
語
ら
れ
、
生
徒
た

ち
は
実
習
生
た
ち
の
話
に
じ
っ
と

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
三
週
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間

で
は
あ
っ
た
が
、
教
育
実
践
の
場

に
お
い
て
各
実
習
生
た
ち
は
貴
重

な
経
験
を
積
み
上
げ
、
教
員
に
ふ

さ
わ
し
い
資
質
を
養
う
大
切
な
機

会
を
得
た
。
こ
の
体
験
が
今
後
ど

の
よ
う
な
形
で
実
を
結
ぶ
か
、
楽

し
み
だ
。

　
こ
の
二
日
間
、自
然
を
体
感
し
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
は
二
人
の

力
が
合
わ
さ
る
か
ら
こ
そ
一
艘
の

カ
ヤ
ッ
ク
が
動
き
、
カ
レ
ー
作
り

で
は
班
全
員
が
与
え
ら
れ
た
役
割

を
確
実
に
丁
寧
に
こ
な
す
こ
と

で
、
一
つ
の
お
い
し
い
カ
レ
ー
が

出
来
上
が
る
の
で
す
。
つ
ま
り
一

人
ひ
と
り
の
協
力
が
一
つ
の
成
功

に
導
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
先

生
が
言
わ
れ
て
い
た
「
協
調
性
」

を
い
つ
で
も
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

開
催
し
、
二
百
名
を
超
え
る
保
護

者
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
。
三
年
生
と
同
様
に
進
路
指
導

部
よ
り
昨
年
度
の
入
試
実
績
等
の

報
告
に
続
い
て
各
学
年
主
任
よ
り

学
校
生
活
の
報
告
や
そ
れ
ぞ
れ
の

学
年
の
今
後
の
進
路
行
事
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
っ
た
。
説
明
会
終

了
後
も
担
任
に
相
談
す
る
保
護
者

の
方
が
多
数
見
ら
れ
、
有
意
義
な

進
路
説
明
会
と
な
っ
た
。

　
九
月
十
日
に
埼
玉
県
立
武
道
館

で
開
催
さ
れ
る
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
に
本
校

一
年
四
組
の
宮
本
や
ほ
さ
ん
が
出

場
す
る
。

同
大
会
に

進
め
る
の

は
、
東
海

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
前
向
き
な
気
持
ち
や
声
掛
け
、

さ
ら
に
団
結
心
を
大
切
に
し
て
い

ろ
ん
な
場
で
活
躍
し
て
い
き
ま
す
。

�

三
年
Ａ
組
　
西
村
梨
花

で
闘
っ
た
。
新
総
務
委
員
長
の
山

本
瑠
香
さ
ん
は
「
校
友
会
役
員
と

し
て
初
め
て
行
事
を
運
営
す
る
立

場
に
な
っ
て
み
て
、
一
つ
の
行
事

を
成
し
遂
げ
る
に
は
本
当
に
多
く

の
力
と
時
間
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
感
じ
た
」
と
感
想
を

述
べ
た
。
な
お
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
二
年
七
組
が
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
三
年
八
組
が
優
勝
し
た
。

取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
授
業
に
着

実
に
教
材
研
究
の
成
果
が
現
れ
る

な
ど
、
め
ざ
ま
し
い
成
長
ぶ
り
が

認
め
ら
れ
た
。

　
全
校
生
徒
を
対
象
に
し
た
「
進

路
講
話
」
で
は
問
題
集
の
使
い
方

や
苦
手
科
目
の
克
服
法
な
ど
実
用

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ
か
、
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
る
大
切
さ
、
言

葉
の
重
み
、
急
い
で
将
来
の
夢
を

合
文
化
祭
に
出
場
す
る
。
全
国
大

会
で
も
普
段
の
実
力
を
十
分
発
揮

な
っ
た
。

　
ま
た
六
月
四
日
に
は
一
・
二
年

生
の
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会
を

　
五
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
今

年
度
の
校
友
会
総
会
。
総
会
に
は

会
員
で
あ
る
全
校
生
徒
と
先
生
方

声
が
大
き
く
、「
頑

張
れ
」「
い
け
る

よ
」
と
励
ま
し
た

り
、
失
敗
し
た
時

も「
大
丈
夫
」な
ど

と
声
を
掛
け
合
い

ま
し
た
。
三
つ
目

は
団
結
心
で
す
。

学
校
行
事
は
み
ん
な
が
参
加
す
る

の
で
、
も
し
一
人
で
す
べ
て
を
や

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
優
勝
で
き

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
総
合
優
勝
で
き
て
と
て

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
た
。
両

日
と
も
と
て
も
暑
い
日
で
あ
っ
た

が
、
生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
ご
と
に

同
じ
色
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着

用
し
て
団
結

し
、
暑
さ
に

負
け
な
い
熱

い
声
援
が
響

く
中
、
全
力

　
六
月
十
三
日
か
ら
七
月
二
日
に

か
け
て
の
三
週
間
、
本
校
の
卒
業

生
四
名
が
教
育
実
習
を
行
っ
た
。

当
初
、
自
分
た
ち
と
は
十
歳
近
く

年
の
離
れ
た
現
代
の
中
学
生
に
対

し
、
教
員
の
立
場
で
ど
の
よ
う
に

接
す
べ
き
な
の
か
、
た
め
ら
う
姿

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
指
導
教
員

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
生
徒
た
ち
と
の
間
合
い
も

　
五
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
に

行
わ
れ
た
平
成
二
十
八
年
度
第
六

十
六
回
三
重
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
に
お
い
て
本
校
男
子
が
総

合
五
位
を
受
賞
し
た
。
同
大
会
に

は
三
十
六
競
技
に
県
内
の
高
校
約

八
十
校
か
ら
約
一
万
六
千
名
の
生

徒
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
本
校
は
全
日
制
男
子
の
部
で

五
十
一・
五
点
を
上
げ
総
合
五
位

を
受
賞
。
ま
た
柔
道
部
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
が
優
秀
な
成
績
を
収
め

全
国
大
会
に
進
出
し
た
。
文
化
ク

ラ
ブ
で
は
写
真
部
が
全
国
高
校
総

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
二
日
間
も
の
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
全
体

の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
た
い
で

す
。

い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
部
で
は
、
進
路
指
導
部
よ

り
昨
年
度
の
本
校
の
入
試
実
績
や

志
望
の
傾
向
等
に
つ
い
て
、
ま
た

学
年
主
任
か
ら
は
遠
足
や
放
課
後

な
ど
の
学
校
生
活
に
つ
い
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
年
度
は

初
の
試
み
と
し
て
、
保
護
者
の
皆

様
に
各
教
室
へ
移
動
し
て
い
た
だ

き
、
ク
ラ
ス
別
で
担
任
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
た
。
長
時
間
に
及
ぶ

進
路
説
明
会
で
は
あ
っ
た
が
、
遅

く
ま
で
熱
心
に
担
任
に
相
談
さ
れ

る
保
護
者
の
方
が
多
く
お
見
え
に

　
七
月
一
日
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は

二
組
が
リ
ー
グ
優
勝
し
、
総
合
で

も
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
と
私

は
思
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
勝
と
う
と
思
う
気
持

ち
で
す
。
自
分
は
も
ち
ろ
ん
、
ク

ラ
ス
の
み
ん
な
も
勝
ち
た
い
と
い

う
強
い
思
い
を
持
っ
て
い
て
、
当

日
は
み
ん
な
真
剣
に
プ
レ
ー
に
臨

み
ま
し
た
。
二
つ
目
は
声
出
し
、

応
援
で
す
。
円
陣
を
組
ん
だ
時
の

　
七
月
十
四
日
・
十
五
日
の
二
日

間
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
二
種
目
に
分
か
れ

　
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ
た
二
日

間
の
宿
泊
研
修
は
こ
れ
ま
で
に
な

い
貴
重
な
時
間
で
し
た
。理
由
は
、

ど
れ
く
ら
い
協
力
し
て
ど
の
よ
う

に
全
体
の
こ
と
を
考
え
る
べ
き

か
、
学
べ
た
か
ら
で
す
。
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
作
り
や
部
屋
の
準
備
、
片

付
け
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
は
全
体
が
協
力
し
な
い
と
成

立
し
な
い
の
で
、
ぼ
く
は
自
分
だ

け
で
は
な
く
全
員
の
こ
と
を
考
え

る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
カ
レ

ー
作
り
は
み
ん
な
が
協
力
で
き
た

か
ら
こ
そ
お
い
し
く
で
き
た
の
だ

　
三
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
し

た
進
路
説
明
会
が
五
月
七
日
土
曜

日
の
午
後
、
開
催
さ
れ
た
。
ご
多

忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
百
五
十
名

を
超
え
る
多
く
の
保
護
者
の
皆
様

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義

な
説
明
会
と
な
っ
た
。

　
第
一
部
は
、
進
研
ア
ド
の
河
野

政
文
氏
が
「
大
学
入
試
の
現
状
と

保
護
者
様
の
役
割
」
と
題
し
講
演

を
行
っ
た
。
受
験
生
が
保
護
者
に

望
む
こ
と
や
大
学
受
験
の
流
れ
な

ど
に
つ
い
て
、
最
新
の
デ
ー
タ
を

元
に
し
た
お
話
は
と
て
も
興
味
深 男子が県総体で総合5位

柔
道
・一
年

宮
本
や
ほ
さ
ん
が
全
国
大
会
へ

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

四
県
の
大
会
で
優
勝
し
た
者
の

み
。
宮
本
さ
ん
は
各
県
予
選
優
勝

者
が
リ
ー
グ
戦
で
順
位
を
決
め
る

東
海
大
会
で
優
勝
し
、
今
回
の
快

挙
と
な
っ
た
。
三
重
県
勢
で
も
こ

の
大
会
に
女
子
が
出
場
す
る
の
は

四
年
ぶ
り
。
今
後
の
活
躍
に
注
目

だ
。

初
の
試
み「
担
任
懇
談
会
」が
好
評

保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

プ
レ
ー
も
応
援
も
全
力
で

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

皇
學
館
高
校
生
と
し
て
の
自
覚
を

校
友
会
総
会

卒
業
生
四
名
が
教
育
実
習

「
協
調
性
」を
学
ん
だ
、と
も
や
ま
研
修

　
一
年
生
三
十
七
名
が
六
月
二
十
三
日
か
ら
二

十
四
日
に
か
け
て
、
一
泊
二
日
の
日
程
で
「
と

も
や
ま
公
園
キ
ャ
ン
プ
村
」
へ
宿
泊
研
修
に
行

っ
た
。
以
下
に
生
徒
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

「“
勝
つ
”と
い
う
気
持
ち
が
大
事
」ス

ポ
ー
ツ
大
会

し
、
立
派
な
成
果
を
上
げ
て
ほ
し

い
。

生
か
せ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
二
日
間
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

全力で闘う生徒たち

賞状と楯を手
に喜びの表情

熱心に説明を聞く保護者の方々

応援の声が響いた体育館

勝利の鍵はチームワーク!

身近な存在である先輩の話を静かに拝聴
おいしそうなカレーを前にピース!

力をあわせてシーカヤック漕ぎ
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平
成
二
十
八
年
度 

萼
の
会 

役
員
会
及
び
総
会
報
告

代
日
本
社
会
学
部
五
十
四
名

及
び
本
学
大
学
教
職
員
七
十

六
名
が
出
席
。
平
成
二
十
七

年
度
の
行
事
事
業
報
告
・
決

算
と
平
成
二
十
八
年
度
の
行

平
成
二
十
八
年
度 

萼
の
会
役
員（
敬
称
略
）

1教学振興会募金実績
　教学振興会募金は、平成２６年度は９３３件３７４３万円、２７年度は１２０９
件５２３４万円となり、総額８９７７万円の募金実績となりました。
収入決算額（平成２６年 ９ 月 １ 日〜平成２８年 ３ 月３１日迄） 8９,７７０,０００円
支出決算額（平成２７年 ４ 月 １ 日〜平成２８年 ３ 月３１日迄） 2９,88０,2０３円

収入の部 � 平成28年 3月31日現在

区　　分 H２６ H２７ H２６〜２７合計
寄付件数 金額（円） 寄付件数 金額（円） 金額（円）

宗 教 界 １８６ ２８,４９０,０００ ２５８ ３８,６１０,０００ ６７,１００,０００
企 　 業 ２６ １,３６０,０００ ２８ １,５８０,０００ ２,９４０,０００
館 　 友 ２７５ ２,８０５,０００ ２５０ ３,０３０,０００ ５,８３５,０００
萼 の 会 会 員 ２１９ １,８６０,０００ ３４１ ２,５００,０００ ４,３６０,０００
高等学校保護者 ８１ ５８０,０００ ９６ ７３５,０００ １,３１５,０００
中学校保護者 ３４ ２８０,０００ ３８ ２９５,０００ ５７５,０００
一�般（篤志家等） ４ １２０,０００ １１ ３,２０５,０００ ３,３２５,０００
教 職 員 １０８ １,９３５,０００ １８７ ２,３８５,０００ ４,３２０,０００
合　　計 ９３３ ３７,４３０,０００ １,2０９ ５2,３４０,０００ 8９,７７０,０００

2教学支援活動の概要
　「未来の日本を担う人材を育成」をするため、平成２７年度より、大学・
高等学校・中学校において教育研究活動、学生・生徒への修学支援
活動、国際交流活動、地域社会貢献活動に充当させていただきました。
　主な支援内容は、グローバル人材の育成及び推進事業、キャリア
教育（キャリア・コンパス・プログラム他）、英語圏・中国語圏との海外国
際交流及び語学研修、皇學館おかげキャンパスプロジェクト、近世神
道関係資料の収集、地域課題の解決を目的とした研究推進（「歴史文
化観光資源領域」「自然環境定住資源領域」「地域経済・産業領域」「地域福
祉・教育資源領域」）、コンソーシアム三重他となります。

支出の部 � 平成27年 4月1日から平成28年 3月31日迄
区　　　　　分 金額（円）

❶建学の精神を活かした研究活動の振興と教育の質の改善と保証 ５,４０2,8３３
❷神宮並びに神道研究の情報拠点の形成 １,３７４,１０2
　◦神宮、神道に関する文献資料の収集整理 １,３７４,１０２
❸国際交流の推進と日本文化発信人材の育成 １３,９2０,8４０
　◦学生・生徒の海外留学に対する助成 １２,６３７,４６５
　◦国際交流協定大学等との交流事業に対する助成 １,２８３,３７５
❹地域社会貢献活動と伝統文化継承人材の育成 １,１82,４28
　◦学生・生徒の社会貢献活動に対する助成 ４９６,８１７
　◦地域社会貢献組織の整備に対する助成 ６８５,６１１
❺学生・生徒の修学支援 8,０００,０００
　◦学生・生徒に対する奨学援助 ８,０００,０００

合　　　　計 2９,88０,2０３

◉
萼
の
会
役
員
会

　
六
月
四
日
、
午
後
三
時
よ

り
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
お

い
て
萼
の
会
の
役
員
会
が
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
お
集
ま

り
い
た
だ
い
た
役
員
五
十
九

名
と
本
学
教
職
員
十
五
名
で

総
会
に
諮
る
べ
き
議
事
が
審

議
さ
れ
た
。

◉
萼
の
会
総
会

　
翌
五
日
に
は
本
学
記
念
講

堂
に
お
い
て
萼
の
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
文
学
部
一
四
六

名
、教
育
学
部
一
一
七
名
、現

　

ご
挨
拶�

学
校
法
人
皇
學
館 

理
事
長　

佐
古
一
洌　

　

平
素
よ
り
本
学
園
の
教
育
・
研
究
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
高
配
を

賜
り
、
謹
ん
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
教
学
振
興
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
入
会
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、改
め
ま
し
て
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
も
、本
学
園
は
教
育
研
究
の
充
実
を
は
じ
め
、さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
教
学
振
興
会
支

援
事
業
は
、
六
つ
の
柱
を
基
軸
と
し
、
学
生
・
生
徒
へ
の
修
学
支
援
、
国

際
交
流
活
動
と
し
て
海
外
留
学
や
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
神
職
育

成
の
た
め
の
実
習
等
の
充
実
を
図
り
地
域
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
「
伊

勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
」
等
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ひ
と
え
に
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
に
よ
る
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
、

更
な
る
本
学
園
へ
の
期
待
に
添
え
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
い
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
平
成
二
十
七
年
度
の
決
算
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
教
学
振
興
会
」
へ
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教学振興会収支決算書

事
事
業
計
画（
案
）・予
算（
案
）

な
ど
が
審
議
さ
れ
、
盛
会
の

う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。
な

お
、
新
役
員
に
つ
い
て
は
左

記
の
方
々
が
選
任
さ
れ
た
。

　学校法人皇學館の平成２７年度決算は、平成２８年 ５ 月３０日開催の理事会で承認されましたので、
ここにその内容を公表します。
　なお、公式ホームページ（http://www.kogakkan-u.ac.jp）の大学概要に掲載されているIR 情報
「事業報告平成２７年度」にて教育研究機関・事務組織・入学生数・在籍者数・卒業生数・進路（就
職）状況及び法人の事業実績、財務の概要説明等を公開しておりますので、併せてご覧ください。
　平成２７年度収支決算書は、以下のとおりです。

　
◦記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。
◦貸借対照表の注記は省略しています。

平成2７年度 収支決算報告

1資金収支計算書
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュフロー計算書
に近いもので、当該会計年度の教育研究活動及びその活動に
付随する全ての資金の動きと内容を明らかにすることを目的
としています。

資金収支計算書（法人全体）
平成２７年 ４ 月 １ 日から平成２８年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　　目 予　算 決　算 差　異

●収入の部
学生生徒等納付金収入 ３,８１６,９５２ ３,８４７,３３７ △３０,３８５

手数料収入 ７７,１１８ ７７,６１７ △４９９

寄付金収入 １０６,０６６ １４１,３７２ △３５,３０６

補助金収入 ７０９,８９８ ６６１,０６６ ４８,８３１

資産売却収入 ０ ２００,０００ △２００,０００

付随事業・収益事業収入 ２７,８８８ ３０,９８０ △３,０９２

受取利息・配当金収入 １２,４６５ １８,２０９ △５,７４４

雑収入 １９０,７３６ ２５３,７６９ △６３,０３３

借入金等収入 ０ ０ ０

前受金収入 ６３４,７１３ ７２０,３８６ △８５,６７３

その他の収入 １８８,８９３ １８７,２８８ １,６０５

資金収入調整勘定 △８５８,５２１ △９０９,９０８ ５１,３８６

当年度資金収入合計� ① ４,９０６,2０７ ５,228,１１９ △３2１,９１１

前年度繰越支払資金 ２,０８１,６３０ ２,０８１,６３０

収入の部合計 ６,９8７,8３７ ７,３０９,７４９ △３2１,９１１

●支出の部
人件費支出 ２,６７８,５０９ ２,６７１,１８７ ７,３２１

教育研究経費支出 ９３４,５１４ ９２１,５０４ １３,００９

管理経費支出 ４５３,８４０ ４５７,８７４ △４,０３４

借入金等利息支出 ３,３６９ ３,３６８ １

借入金等返済支出 ４３,７５０ ４３,７５０ ０

施設関係支出 ７６,７５０ ７２,５２８ ４,２２１

設備関係支出 ２９７,０７２ ２５４,２２６ ４２,８４５

資産運用支出 ５２１,５１６ ７４３,５８２ △２２２,０６６

その他の支出 １２２,７１８ １２９,４３２ △６,７１３

［予備費］ （０）
２０,０００ ２０,０００

資金支出調整勘定 △１４２,０２３ △１８７,４６０ ４５,４３７

当年度資金支出合計 � ② ５,０１０,０１６ ５,１０９,９９５ △９９,９７９

翌年度繰越支払資金 １,９７７,８２１ ２,１９９,７５４ △２２１,９３２

支出の部合計 ６,９8７,8３７ ７,３０９,７４９ △３2１,９１１

当年度資金収支差額 � ①−② △１０３,8０９ １１8,１2４ △22１,９３2

2事業活動収支計算書
　この計算書は、企業会計における損益計算書にあたるもの
で、学園の経営状況を表し、平成２７年度における事業活動収
支の均衡状況とその内容を明らかにするものです。平成２７年
度決算から学校法人会計基準の一部改正に伴い、従前の消費
収支計算書が変更されました。事業活動収支を「教育活動収
支」「教育活動外収支」「特別収支」に区分し、企業会計により
近い形式となりました。

事業活動収支計算書（法人全体）
平成２７年 ４ 月 １ 日から平成２８年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　　目 予　算 決　算 差　異

3貸借対照表
　この計算書は、決算日における資産及び負債、純資産の内
容及び在り高を明示し、学校法人の財政状態を明らかにする
ことを目的としています。なお、学校法人会計基準の一部改
正により、固定資産の中科目として「特定資産」が追加され
ています。

貸借対照表
平成２８年 ３ 月３１日� 単位：千円

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減

●資産の部
固定資産 １６,28９,22５ １６,０28,９６３ 2６０,2６１
　有形固定資産 １2,７8７,４９４ １３,０３９,2１０ △2５１,７１５
土地 ５５１,３４９ ５５１,３４９ ０
建物 ８,８０６,０４４ ９,１０３,５６３ △２９７,５１８
構築物 ６０４,６６０ ６３７,５３９ △３２,８７８
教育研究用機器備品 ７７０,４０９ ７８５,３０９ △１４,９００
管理用機器備品 １２１,７３９ ７６,５７２ ４５,１６７
図書 １,９０７,８０９ １,８７６,１１５ ３１,６９３
車両 ２５,４８１ ８,７６０ １６,７２０

　特定資産 ３,４６５,8０７ 2,９５2,１8１ ５１３,６2６
第 ３号基本金引当特定資産 １２４,０４０ １１６,０４０ ８,０００
退職給与引当特定資産 １,２３３,３６５ １,２３３,３６５ ０
施設維持引当特定資産 ９２８,６７４ ６２８,６７４ ３００,０００
学園財政調整引当特定資産 ５００,０００ ３００,０００ ２００,０００
学生寮施設維持引当特定資産 １１７,５３２ １１１,６８０ ５,８５２
教学振興基金引当特定資産 １５０,０００ １５０,０００ ０
篠田学術振興基金引当特定資産 ７０,５８１ ６７,３３６ ３,２４５
津田学術振興基金引当特定資産 ３２２,４３５ ３２３,７０８ △１,２７２
奨学金引当特定資産 １９,１７８ ２１,３７６ △２,１９８

　その他の固定資産 ３５,９2３ ３７,５７2 △１,６４8
電話加入権 ３,９５９ ３,９５９ ０
有価証券 ９,５９６ ９,５９６ ０
敷金 ５,６２０ ５,６２０ ０
差入保証金 ４,９６０ ４,９６０ ０
預託金 １０,０００ １０,０００ ０
長期貸付金 １,７８８ ３,４３７ △１,６４８

流動資産 2,７７９,５１2 2,６７５,７５8 １０３,７５４
現金預金 ２,１９９,７５４ ２,０８１,６３０ １１８,１２４
補助活動支払資金 ３０７,８０９ ２９２,４３１ １５,３７７
研修旅行費等預り資産 １２８,０５３ １２３,３００ ４,７５２
未収入金 １４０,８３２ １７４,６４９ △３３,８１７
販売用品 １,４１４ ２,０５０ △６３６
短期貸付金 １,６４８ １,６３８ １０
立替金 １ ５６ △５６

資産の部合計 １９,０６8,７３8 １8,７０４,７22 ３６４,０１６

●負債の部
固定負債 １,３９４,４５５ １,４６2,０７０ △６７,６１５
長期借入金 ８７,５００ １３１,２５０ △４３,７５０
退職給与引当金 １,１４６,２９１ １,２０１,０９６ △５４,８０４
長期未払金 １６０,６６４ １２９,７２４ ３０,９３９

流動負債 １,１３９,１４2 １,１５９,６９8 △2０,５５５
短期借入金 ４３,７５０ ４３,７５０ ０
未払金 １５６,５２０ １１８,６７７ ３７,８４２
前受金 ７２０,３８６ ７６９,０７５ △４８,６８９
預り金 ２１８,４８５ ２２８,１９４ △９,７０８

負債の部合計 2,５３３,５９8 2,６2１,７６９ △88,１７０

●純資産の部
基本金 2０,１５０,１９９ 2０,０2９,2７７ １2０,９2１

第 １号基本金 １９,６３２,１５９ １９,５１９,２３７ １１２,９２１
第 ３ 号基本金 １２４,０４０ １１６,０４０ ８,０００
第 ４ 号基本金 ３９４,０００ ３９４,０００ ０

繰越収支差額 △３,６１５,０５９ △３,９４６,３2４ ３３１,2６５
翌年度繰越収支差額 △３,６１５,０５９ △３,９４６,３２４ ３３１,２６５

純資産の部合計 １６,５３５,１３９ １６,０82,９５2 ４５2,１8６

負債及び純資産の部合計 １９,０６8,７３8 １8,７０４,７22 ３６４,０１６

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額 ２００ ２００ ０

その他の特別収入 ２９,１５３ ９０,０２９ △６０,８７６

特別収入計 2９,３５３ ９０,22９ △６０,8７６

事
業
活
動
支
出
の
部

資産処分差額 ２８,５５３ ２８,９０５ △３５２

その他の特別支出 ０ ０ ０

特別支出計 28,５５３ 28,９０５ △３５2

特別収支差額 8００ ６１,３2４ △６０,５2４

［予備費］ ２０,０００ ２０,０００

基本金組入前当年度収支差額 ３３９,8５8 ４５2,１8６ △１１2,３28

基本金組入額合計 △１６５,８７８ △１２０,９２１ △４４,９５６

当年度収支差額 １７３,９８０ ３３１,２６５ △１５７,２８５

前年度繰越収支差額 △３,９４６,３２４ △３,９４６,３２４ ０

基本金取崩額 ０ ０ ０

翌年度繰越収支差額 △３,７７２,３４４ △３,６１５,０５９ △１５７,２８５

【参考】
事業活動収入計 ４,９8０,０９０ ５,０９2,７９2 △１１2,７０2

事業活動支出計（予備費含む） ４,６４０,2３2 ４,６４０,６０５ △３７３

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 ３,８１６,９５２ ３,８４７,３３７ △３０,３８５

手数料 ７７,１１８ ７７,６１７ △４９９

寄付金 １０６,０６６ １１５,３２５ △９,２５９

経常費等補助金 ６８８,２４５ ６２８,７５８ ５９,４８６

付随事業収入 ２７,８８８ ３０,３４３ △２,４５５

雑収入 ２２２,００３ ２８４,９７１ △６２,９６８

教育活動収入計 ４,９３8,2７2 ４,９8４,３５３ △４６,０8１

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 ２,６５３,５０７ ２,６４７,５８５ ５,９２１
（退職給与引当金繰入額） （１９,９０８） （２１,６６６）（△１,７５８）

教育研究経費 １,４５６,５８９ １,４７３,１４３ △１６,５５４
（減価償却額） （５２２,０７５） （５４５,４２６）（△２３,３５１）

管理経費 ４７８,２１４ ４８７,６０２ △９,３８８
（減価償却額） （２４,３７４） （２９,７２８）（△５,３５４）

徴収不能額等 ０ ０ ０

教育活動支出計 ４,５88,３１０ ４,６０8,３３１ △2０,０2１

教育活動収支差額 ３４９,９６2 ３７６,０22 △2６,０６０

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

受取利息・配当金 １２,４６５ １８,２０９ △５,７４４

その他の教育活動外収入 ０ ０ ０

教育活動外収入計 １2,４６５ １8,2０９ △５,７４４

事
業
活
動
支
出
の
部

借入金等利息 ３,３６９ ３,３６８ １

その他の教育活動外支出 ０ ０ ０

教育活動外支出計 ３,３６９ ３,３６8 １

教育活動外収支差額 ９,０９６ １４,8４０ △５,７４４

経常収支差額 ３５９,０５8 ３９０,8６2 △３１,8０４

教学振興会 平成2７年度 決 算 報 告

役
職
名

氏
　
　
　
名

学
生
名

学
科
・
学
年

会　
　

長

内
　
田
　
大
　
助

康
　
友
教
育�

４
年

副
会
長

岸
　
田
　
由
　
岐

玲
　
奈
国
史�

４
年

西
　
井
　
清
　
明

亮
太
朗
コ
ミ
ュ�

３
年

秀
次
朗
コ
ミ
ュ�

１
年

奥
　
山
　
宗
　
司

玲
　
加
教
育�

３
年

会
計
監
査

笠
　
井
　
賢
　
一

万
由
美
現
日�

４
年

大
　
野
　
記
久
啓

晃
一
朗
神
道�

３
年

恩
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
温

恩
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
温
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�

編
集
後
記

　
館
友
の
方
よ
り
、
学
園
報
第
五
十

九
号
に
掲
載
さ
れ
た
山
室
山
参
拝
に

ま
つ
わ
る
学
生
の
感
想
が
、
ご
自
身

が
昭
和
十
八
年
の
山
室
山
参
拝
等
で

感
銘
を
受
け
た
こ
と
と
相
通
じ
る
と

し
て
「
倉
田
山
で
の
学
び
を
懐
か
し

み
、心
満
ち
た
」と
の
お
言
葉
を「
館

友
」
誌
第
二
九
三
号
に
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皇
學
館
の
教
学
・
建

学
の
精
神
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
と
と

も
に
、本
紙
の
役
割
、使
命
の
重
さ
を

噛
み
し
め
、
よ
り
充
実
し
た
紙
面
に

す
べ
く
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
愛
読

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

【
企
画
部
】

平成28年度
チャレンジプロジェクト
公開プレゼン

　
地
域
連
携
や
学
内
活
性
化

を
目
的
と
し
た
優
れ
た
取
組

み
に
最
大
二
十
万
円
の
活
動

支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
が
六
月
三

十
日
に
行
わ
れ
、
過
去
最
多

の
十
チ
ー
ム
が
臨
ん
だ
。

　
審
査
員
は
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
実
績
や
成
果
の
還
元
方

法
、ま
た
、企
画
に
対
し
て
経

費
が
適
切
か
、
等
の
観
点
か

ら
厳
正
に
検
討
し
た
結
果
、

四
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
左
上
の

表
参
照
）を
採
択
。支
援
金
の

交
付
が
決
ま
っ
た
。

　
そ
の
一
つ
、「
伊
勢
・
本
の

ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
伊
勢

河
崎
一
箱
古
本
市
と
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
〜
」
は
本
を
介
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る

〈
一
箱
古
本
市
〉と〈
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
〉
の
二
つ
の
取
り

組
み
を
「
河
崎
商
人
市
」
を

舞
台
に
開
催
し
、
地
元
の
お

祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い

う
も
の
。
す
で
に
地
域
に
定

着
し
て
い
る
催
し
を
生
か
す

着
眼
点
が
審
査
員
か
ら
高
評

価
を
得
た
。「
地
元
の
食
材
を

知
ろ
う
・
作
ろ
う
・
食
べ
よ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
地
元

産
の
食
材
に
対
す
る
子
ど
も

の
関
心
度
を
高
め
、
そ
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
の
が
狙

い
。
将
来
的
に
は
地
域
食
材

を
使
っ
て
い
る
業
者
と
も
連

携
し
て
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
。
昨
年
に
続
き
採

択
さ
れ
た「
理
科
実
験
教
室
、

生
命
ラ
ボ
」
は
本
学
で
開
発

し
た
実
験
教
材
を
使
い
、
前

回
実
施
し
好
評
を
得
た
名
古

屋
市
科
学
館
、
そ
し
て
新
た

に
三
重
県
総
合
博
物
館
の
来

場
者
に
実
験
観
察
の
機
会
を

提
供
す
る
。
同
じ
く
「
宇
治

山
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
伊

勢
茶
で
作
っ
た
和
紅
茶
の
販

路
拡
大
、
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

六
十
人
の
親
子
が
和
紙
で
豆
本
づ
く
り

神
宮
徴
古
館
・
農
業
館

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
共
催　

夏
休
み
親
子
教
室

学
生
の
成
長
の
場
に
も

皇
學
館
大
学 

大
学
生
テ
レ
ビ
局

　
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で

地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ

し
、
発
信
し
よ
う
と
平
成
二

十
六
年
四
月
に
開
局
し
た
大

学
生
テ
レ
ビ
局
。
制
作
し
た

番
組
は
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
局
か
ら
「
皇
學
館
大
学
Ｔ

Ｖ
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
毎
月

放
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
手
掛
け
た
作
品
は
、
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
中
心
に
四
十
を
超
え

（
左
下
の
表
参
照
）、
視
聴
者

の
評
判
も
上
々
だ
。

　
「
地
域
が
元
気
に
な
っ
て
、

地
元
の
人
が
喜
ん
で
く
れ

る
。
そ
れ
が
番
組
づ
く
り
の

ゴ
ー
ル
」
と
話
す
の
は
現
代

4チーム
を採択

日
本
社
会
学
科
一
年
の
木
村

太
紀
君
。
以
前
よ
り
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
軽
く
な
っ
た
と
言

い
、「
人
の
話
を
聞
き
、
知
ら

な
い
こ
と
を
学
ぶ
の
が
楽
し

い
」
と
番
組
づ
く
り
の
面
白

さ
を
語
る
。「
地
域
の
人
た
ち

と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ

た
」
と
話
す
の
は
同
学
科
二

年
の
田
中
貴
子
さ
ん
だ
。
神

戸
市
出
身
で
伊
勢
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
客
観

的
か
つ
新
鮮
な
目
線
で
伊
勢

志
摩
の
魅
力
を
と
ら
え
る
。

「
い
ず
れ
は
神
戸
か
伊
勢
に

戻
り
、
地
域
を
元
気
に
す
る

仕
事
に
携
わ
る
」
こ
と
が
将

成
七
年
度
か
ら
始
ま
り
今
年

で
二
十
二
回
目
。
日
本
の
伝

統
文
化
や
郷
土
文
化
に
関
す

る
体
験
を
通
し
て
日
本
人
の

感
性
や
心
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
毎
年
多
く

の
親
子
が
参
加
し
、
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
今
回
は
「
神

宮
の
博
物
館
で

豆
本
を
つ
く
ろ�

う
!
」と
題
し
、

大
豐
和
紙
工
業

株
式
会
社
の
協

力
、
伊
勢
和
紙

館
ス
タ
ッ
フ
指

導
の
も
と
、
和

紙
を
使
っ
た
豆

本
づ
く
り
を
行

っ
た
。
参
加
者

は
和
紙
の
手
触

日
の
両
日
、
神
宮
徴
古
館
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
夏
休
み
親
子
教
室
は
、
平

催
に
よ
る
夏
休
み
親
子
教
室

が
七
月
二
十
七
日
・
三
十
一

　
神
宮
徴
古
館
・
農
業
館
と

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
の
共

り
を
感
じ
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

作
品
を
仕
上
げ
た
。
ま
た
、

休
憩
の
後
に
は
神
宮
徴
古
館

学
芸
員
の
指
導
で
拓
本
（
乾

拓
）
に
も
挑
戦
。
館
外
に
出

て
、拓
本
に
採
ら
れ
た「
徴
」

「
美
」「
農
」
の
文
字
を
探
し

て
神
宮
徴
古
館
・
美
術
館
・

農
業
館
を
め
ぐ
り
、
農
業
館

の
館
内
も
見
学
。
徴
古
館
に

戻
っ
て
か
ら
、
各
自
持
参
し

た
硬
貨
・
メ
ダ
ル
や
、
外
で

拾
っ
た
落
ち
葉
な
ど
を
、
そ

れ
ぞ
れ
拓
本
に
採
っ
た
。

　
二
日
間
で
十
七
組
六
十
人

の
親
子
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
、
日
本
の
伝
統
工
芸
で
あ

る
和
紙
や
拓
本
に
触
れ
、
体

験
を
通
し
て
日
本
の
「
心
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

来
の
目
標
だ
。

　
番
組
を
通
じ
て
地
域
活
性

化
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
主
体
性
な

ど
社
会
で
役
立
つ
力
を
養
う

場
に
も
な
っ
て
い
る
大
学
生

テ
レ
ビ
局
。
こ
れ
か
ら
も
学

生
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
地

元
密
着
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
存

在
感
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

企画の意義を発表する参加者

約10名の学生が地元ケーブルテレビ局と共同でドキュメンタリー
番組を中心に制作している

◆大学生テレビ制作番組（ドキュメンタリー）一覧
公開月 回 番組タイトル

平成２６年度
４ 月 １ 御頭神事の伝統
５ 月 ２ 融合の美
６ 月 ３ ジャズと私と河崎と
７ 月 ４ チンチン電車の走った道
８ 月 ５ 野球の聖地伊勢～神宮から神宮へ～
９ 月 ６ 潮騒の島を訪ねて～鳥羽市神島～
１０月 ７ 伊勢のしめ縄
１１月 ８ 倉陵祭の軌跡
１２月 ９ 雅

おもい

想咲
ざき

 笑顔の華　よさこい部＂１２代目雅＂の挑戦

平成２７年度
１ 月 １０ 感謝の祈りは誰にでも～車椅子の神宮参拝～
２ 月 １１ やわらかうどん新時代
３ 月 １２ ゲーター祭の朝

あした

～鳥羽市神島の年越～

４ 月 １３ 旅立ちの倉田山
５ 月 １４ 伊勢のお餅
６ 月 １５ フィギア社長の挑戦!!
７ 月 １６ 心の港

ふるさと

鳥羽のまち
８ 月 １７ 伊勢からの学徒出陣～戦後七十年に先輩を偲ぶ～
９ 月 １８ 風の島に夏が来て～菅島・しろんご祭りの頃～
１０月 １９ 宇治鳥居前繁盛録～おはらい町・おかげ横丁～
１１月 ２０ 伊勢音頭 時をこえ海を越え～愛媛県西条まつり～
１２月 ２１ からあげ丼の詩

うた

平成２８年度
１ 月 ２２ 潮

うしお

汐の湯
２ 月 ２３ 伊勢から薫る御茶の風
３ 月 ２４ 学生ミュージカル３０年
４ 月 ２５ 志摩半島の海女文化
５ 月 ２６ 伊勢の桜紀行【未公開】

代　　表 概　　　　　　要

【地域との連携】三重県総合博物館及び名古屋市科学館での理科実験教室、生命ラボの実施
松 谷 広 志
教育学研究科教育学専攻 

修士課程 1 年

皇學館大学で開発した実験教材を使用して、名古屋市科学館や三重県総合博物館で来
場者に実験観察を行ってもらう機会を提供する。

【地域との連携】宇治山田プロジェクト
御 邊 健一郎 
現代日本社会学科 2 年

伊勢茶から作る「和紅茶」の販売・PR活動を行うことで県内外の方に伊勢茶に興味を持っ
ていただき、三重県に足を運んでいただくきっかけにする。

【地域との連携】伊勢・本のまちプロジェクト〜伊勢河崎一箱古本市とビブリオバトル〜

坪 井 あ み 
国文学科 3 年

各地で本を介したコミュニティづくりを目的に開催されている一箱古本市とビブリオバトルの
二つの取り組みを、「河崎商人市」を舞台として開催し、地元のお祭りを盛り上げるための地
域連携事業として位置づけていく。

【地域との連携】地元の食材を知ろう・作ろう・食べようプロジェクト
岡 村 麻里矢 

教育学科 3 年

地域食材を用いることで子どもの地域食材に対する関心度を高め、地域食材の良さに気づ
かせる。また、地域食材を使っている業者とも将来的に連携して地域活性化につなげていく。

開 局
3年目

平成28年度 チャレンジプロジェクト企画

※Ｈ28.5.17現在。ほか、インタビュー番組等も制作・放映されている。

和紙ならではの手触りを楽しみながら、豆本の手作りに挑戦

イベント情報（9〜10月）
9
月

  ３   土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『日本書紀』を読む 
「天照大神・月夜見尊・素戔嗚尊の誕生�」
大島信生（文学部教授）
 １０  土  月例文化講座  431教室

元気なまちのつくり方� 千田良仁（教育開発センター准教授）
 １０  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

古事記を読み解く　天若日子の反逆〜イワレヒコ誕生の段
「海幸山幸〜イワレヒコの誕生」
白山芳太郎（文学部教授）
 １０  土  研究開発推進センター史料編纂所公開講座  佐川記念神道博物館講義室
邪馬台国の所在地　若井敏明『邪馬台国の滅亡』にふれて　 
荊木美行（研究開発推進センター教授・副センター長）
黎明期のヤマト政権
若井敏明（関西大学・佛教大学・神戸市外国語大学等非常勤講師）
 １７  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 桓武天皇と『続日本紀』
遠藤慶太（研究開発推進センター准教授）
 １７  土  研究開発推進センター史料編纂所古文書講座  佐川記念神道博物館講義室
第 １回 近世文書を読む
谷戸佑紀（研究開発推進センター共同研究員）
 ２４  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　 
「粉

こ
河
かわ
寺
でら
と産
うぶ
土
すな
神社における神仏習合と神仏分離」

河野　訓（文学部教授）

１０
月

  １   土  月例文化講座  431教室

いらっしゃいませ。商店街のミライ
筒井琢磨（現代日本社会学部教授）
  １   土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『日本書紀』を読む 
素戔嗚尊と天照大神の誓約　大島信生（文学部教授）
  ８   土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

古事記を読み解く　神武天皇〜孝元天皇の段
「神武天皇（上）」　白山芳太郎（文学部教授）
 １５  土  研究開発推進センター史料編纂所古文書講座  佐川記念神道博物館講義室
第 ２回 近世文書を読む
谷戸佑紀（研究開発推進センター共同研究員）
 １５  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　 
「多賀大社における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）
 ２２  土  佐川記念神道博物館教養講座  佐川記念神道博物館講義室
学芸員が語る三重の文化と魅力Ⅲ 
「伊勢における商人の町 河崎」
西城利夫（伊勢河崎商人館事務局長）
 ２２  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『日本書紀』を読む 
「素戔嗚尊の乱行と追放」　大島信生（文学部教授）
 ２３  日  　  431教室

第１７回高校生英語スピーチコンテスト
◉各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認ください。
◉共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは近鉄文
化サロン阿倍野（☎0６−６６２5−1７７1）へお願い致します。

◉佐川記念神道博物館教養講座は、事前の申込みが必要になります【先着
順】。お問い合わせは☎05９６−２２−６４７1へお願い致します。
◉研究開発推進センター史料編纂所公開講座・古文書講座は、事前の申
込みが必要になります【先着順】。お問い合わせは☎05９６−２２−６４６２へお願
い致します。
◉その他お問い合わせは、皇學館大学地域連携推進室（☎05９６−２２−８６35）
へお願い致します。
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